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(

英
語
版) 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
版) 

 
見
果
て
ぬ
平
和 

 

中
東
の
戦
後
７
０
年 

（ 

十
七
） 

 

第
二
章
：戦
後
世
界
の
う
ね
り
：植
民
地
時
代
の
終
焉
と
ブ
ロ
ッ
ク
化
す
る
世
界 

 

三
．
東
西
二
大
陣
営
の
激
突 

英
仏
の
植
民
地
帝
国
主
義
に
代
わ
っ
て
登
場
し
た
の
が
米
国
と
ソ
連
を
頂
点
と
す
る
東
西
二
大
陣
営
で
あ
る
。
十
八
世
紀
に
始
ま
っ
た
産
業
革

命
は
資
本
家
と
労
働
者
の
二
極
化
を
も
た
ら
し
、
十
九
世
紀
に
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
は
資
本
論
の
中
で
「
生
産
手
段
が
少
数
の
資
本
家
に
集
中
し
、

一
方
で
自
分
の
労
働
力
を
売
る
し
か
な
い
多
数
の
労
働
者
が
存
在
す
る
生
産
様
式
」を
資
本
主
義
と
定
義
し
た
。 

 

マ
ル
ク
ス
は
生
産
手
段
を
共
同
所
有
す
る
こ
と
で
平
等
な
社
会
を
目
指
す
「
共
産
主
義
」を
提
唱
、
個
人
主
義
・自
由
主
義
の
弊
害
に
対
抗
す
る

社
会
主
義
思
想
と
相
ま
っ
て
、
二
十
世
紀
初
め
に
は
資
本
主
義
に
か
わ
る
新
思
想
と
し
て
社
会
主
義
・
共
産
主
義
が
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ

れ
が
最
初
に
陽
の
目
を
見
た
の
が
ロ
シ
ア
革
命
で
あ
り
、
世
界
初
の
社
会
・
共
産
主
義
国
家
と
し
て
１
９
１
７
年
に
「
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連

邦
」(

略
称
ソ
連)

が
生
ま
れ
た
。 

 

第
一
次
世
界
大
戦
中
に
誕
生
し
た
ソ
連
は
そ
の
後
着
々
と
実
力
を
蓄
え
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
連
合
国
の
一
翼
と
し
て
全
体
主
義
国
家
ド

イ
ツ
及
び
日
本
を
倒
す
原
動
力
と
な
っ
た
。
し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
互
い
の
主
張
こ
そ
違
え
「
呉
越
同
舟
」
、
「
同
床
異
夢
」
の
関
係
で
あ
っ

た
が
、
戦
争
が
終
わ
る
と
、
水
と
油
の
関
係
の
両
者
の
対
立
が
表
面
化
し
た
。
直
接
の
衝
突
を
回
避
し
た
関
係
は
「
冷
戦
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
実
際

に
は
世
界
各
地
で
「
熱
い
戦
争
」が
続
発
し
た
。 

 

極
東
の
中
国
で
は
国
民
党
と
共
産
党
の
国
共
内
戦
が
発
生
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
ベ
ト
コ
ン(
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線)

と
フ
ラ
ン
ス
駐
留
軍
の
戦
闘

が
始
ま
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
、
最
初
は
植
民
地
旧
宗
主
国
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
抵
抗
運
動
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
が
デ
ィ
エ
ン

ビ
エ
ン
フ
ー
の
戦
い
に
敗
れ
撤
退
す
る
と
、
米
国
が
後
始
末
に
乗
り
出
し
た
。
ベ
ト
コ
ン
は
ソ
連
の
軍
事
的
援
助
の
も
と
で
米
国
に
対
す
る
抵
抗
を
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続
け
る
。
ま
さ
に
ベ
ト
ナ
ム
を
挟
ん
だ
米
ソ
対
決
で
あ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
１
９
５
０
年
に
は
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
、
北
緯
三
十
八
度
線
を
境
に
戦
線
は
膠
着
し
１
９
５
３
年
に
休
戦
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
は
現
在
も
二

分
化
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
欧
州
大
陸
で
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
国
境
を
挟
ん
で
緊
張
が
高
ま
り
東
ド
イ
ツ
領
内
の
ベ
ル
リ
ン
で
は
１
９

４
９
年
に
西
ベ
ル
リ
ン
地
区
を
包
囲
す
る
壁
が
築
か
れ
、
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
は
結
局
ソ
連
が
崩
壊
す
る
１
９
９
０
年
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。 

 

冷
戦
の
構
図
の
中
で
鋭
く
対
立
す
る
東
西
両
陣
営
は
互
い
に
相
手
国
を
封
じ
込
め
る
た
め
の
軍
事
・
経
済
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
推
し
進
め
る
こ
と

に
な
る
。
１
９
４
９
年
に
西
側
陣
営
は
軍
事
同
盟
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
を
結
成
、
コ
コ
ム(

対
共
産
圏
輸
出
統
制
委
員
会)

と
共
に
共
産

主
義
諸
国
へ
の
軍
事
技
術
・戦
略
物
資
の
禁
輸
措
置
を
講
じ
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
１
９
５
５
年
、
ソ
連
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
東
ド
イ
ツ
な
ど
東
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
８
カ
国
を
巻
き
込
ん
だ
軍
事
同
盟
「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
米
国
は
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ト
ナ
ム
撤
退
後
の
東
南
ア
ジ

ア
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
同
様
の
軍
事
同
盟
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ(

東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構)

を
結
成
し
た
。 

 

中
東
で
は
１
９
５
８
年
に
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｏ(

中
東
条
約
機
構
、
本
部
の
置
か
れ
た
都
市
に
因
み
バ
グ
ダ
ッ
ド
条

約
と
も
言
う)

が
生
ま
れ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
，
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
及
び
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
三
つ
の
反
共
軍
事
同
盟
に
よ
り
ソ

連
封
じ
込
め
体
制
が
出
来
上
が
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
の
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
は
エ
ジ
プ
ト
が
当
初
か
ら
参
加
し
な
か
っ

た
上
、
設
立
の
年
に
イ
ラ
ク
で
社
会
主
義
革
命
が
勃
発
、
同
国
が
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
を
脱
退
し
た
た
め
、
本
部
は

ト
ル
コ
の
ア
ン
カ
ラ
に
移
転
、
名
前
も
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ(

中
央
条
約
機
構)

と
改
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

汎
ア
ラ
ブ
主
義
の
ナ
セ
ル
は
米
国
の
反
共
同
盟
に
加
わ
る
気
は
も
と
よ
り
な
か
っ
た
が
、
さ
り
と
て
ソ

連
社
会
主
義
の
傘
の
下
に
入
る
気
も
な
か
っ
た
。
彼
の
眼
に
は
米
国
も
ソ
連
も
所
詮
新
し
い
タ
イ
プ
の

帝
国
主
義
国
家
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
米
国
と
ソ
連
に
対
す
る
見
方
は
中
国
の
周
恩
来
首
相
、
イ
ン
ド
の

ネ
ー
ル
首
相
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
チ
ト
ー
大
統
領
あ
る
い
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
も
ナ
セ

ル
と
大
同
小
異
で
あ
っ
た
。
ネ
ー
ル
と
周
恩
来
は
１
９
５
４
年
の
首
脳
会
談
で
平
和
五
原
則
を
発
表
、
さ

ら
に
翌
１
９
５
５
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ド
ン
で
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
が
開
催
さ
れ
た
（
バ
ン
ド
ン

会
議
）
。 
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バ
ン
ド
ン
会
議
で
採
択
さ
れ
た
平
和
十
原
則
で
は
反
帝
国
主
義
、
反
植
民
地
主
義
、
民
族
自
決
の
精
神
の
も
と
、
米
国
、
ソ
連
の
い
ず
れ
に
も
属

さ
な
い
第
三
の
立
場
い
わ
ゆ
る
第
三
世
界
を
う
た
い
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
ナ
セ
ル
は
い
が
み
合
う
東
西
両
陣
営
者
の
間
で
う
ま
く
立
ち
回
っ
て
漁

夫
の
利
を
得
る
こ
と
を
狙
い
、
ま
た
第
三
世
界
の
中
で
は
ア
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
の
地
位
を
確
か
な
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
第
二

次
中
東
戦
争
、
そ
し
て
シ
リ
ア
と
ア
ラ
ブ
連
合
を
結
成
す
る
頃
ま
で
が
ナ
セ
ル
の
絶
頂
期
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 
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